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Press release 

ボッシュ モビリティ、2024年 1月発足 
ボッシュ株式会社 取締役副社長 クリスチャン・メッカーが 
東アジア・東南アジア地域セクターボードのプレジデント就任 
地域ごとの、より早い意思決定、迅速な顧客対応が可能に 
 
 
 ボッシュは 2024 年 1 月 1 日付で、モビリティ関連事業の再編を発表 
 新体制により、東アジア・東南アジア地域（日本、韓国、ASEAN、オセア

ニア）の成長とお客様重視の姿勢を一層強化 
 ボッシュ株式会社から、クリスチャン・メッカー（取締役副社長）、西村直

史（専務執行役員 顧客営業統括担当）、松村宗夫（専務執行役員 シャシー
システムコントロール事業部事業部長）が、東アジア・東南アジア地域セク
ターボードの役員に就任 

 
 
 
東京 — グローバル規模で革新のテクノロジーとサービスを提供するリーディン
グカンパニーであるボッシュの日本法人、ボッシュ株式会社（東京都渋谷区、以
下ボッシュ）はこのたび、ボッシュ株式会社 取締役副社長のクリスチャン・メ
ッカーが、2024年1月に発足するボッシュ モビリティにおいて、東アジア・東
南アジア地域（日本、韓国、ASEAN、オセアニア）セクターボードのプレジデ
ント 兼 最高技術責任者に就任することを発表します。 
 
ボッシュは先日、2024年1月からグローバルにおけるモビリティ事業をボッシ
ュ モビリティとして再編することを発表しました。この再編の主な目的は、カ
スタマイズしたテクノロジーとソリューションにより、既存および新規の顧客ニ
ーズに対して、より一層、迅速かつ的確に対応できるよう、地域ごとの連携を強
化することです。再編にあたり、ボッシュ モビリティはアメリカ、中国、イン
ドおよび東アジア・東南アジアにセクターボードを設置します。 
 
ボッシュ モビリティ 東アジア・東南アジア地域セクターボードのプレジデント
にメッカーが選出されたことに際し、ボッシュ株式会社代表取締役社長のクラウ
ス・メーダーは、「メッカーは、ボッシュ株式会社の取締役副社長および東アジ
ア・東南アジア地域における営業統括責任者として、日本のモビリティ事業の成
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長を率いてきた実績があります。また、これまでフランス、ドイツ、日本とさま
ざまな国で事業部や地域をまとめる重役を担ってきた経験を有している彼のリー
ダーシップは、ボッシュにおける東アジア・東南アジア地域の成長と発展に貢献
すると期待しています」と述べました。なお、メーダーは引き続き、ボッシュ株
式会社の代表取締役社長として、ボッシュの全4つの事業セクターの成長をけん
引する役割を担います。 
 
東アジア・東南アジア地域でのお客様のニーズに迅速に対応するための新体制 
2024年1月より、クリスチャン・メッカーは、ボッシュ モビリティ 東アジア・
東南アジア地域セクターボード プレジデント兼 最高技術責任者に就任し、同地
域における戦略および技術面を統括します。1992年にロバート・ボッシュ（フ
ランス）に入社以来、セールスエンジニアや、セールスマネージャー、パワート
レイン ソリューションズ事業部営業部門長などを経て、さまざまな分野で管理
職を歴任しました。なおメッカーは、2024年1月以降も、ボッシュ株式会社 取
締役副社長の役職を兼務します。 
 
東アジア地域セクターボード プレジデント兼 技術責任者就任に際し、メッカー
は次のように述べています。「このたびモビリティ事業の再編で地域ごとにセク
ターボードが設置されたことで、これまでより早い意思決定、そしてお客様への
迅速な対応が可能となります。今後は同セクターボードのプレジデントとして、
より地域にコミットし、お客様の多様なニーズに迅速に応えることで、日本含め
た東アジア・東南アジア地域での成長を促進し、モビリティ市場の発展に貢献し
ていきます。」 
 
さらに、東アジア・東南アジア地域セクターボード 最高営業責任者には、ボッ
シュ株式会社 専務執行役員 顧客営業統括担当の西村直史が、最高運営責任者・
最高財務責任者に、同社 専務執行役員 シャシーシステムコントロール事業部 事
業部長の松村宗夫が就任します。2024年1月からは、メッカーが率いるこの3名
で同セクターのビジネスをけん引することとなります。 
 
市場のトレンドをサポートするモビリティ事業の体制 
ボッシュ モビリティの再編は、自動車におけるソフトウェアへの関心と影響の
高まりを反映しています。ボッシュの自動車関連事業を再編し、カスタマイズし
たテクノロジーとソリューションをワンストップで提供することで、既存および
新規の顧客ニーズに対して、より良く、より迅速に対応することが可能となりま
す。ボッシュ モビリティは、世界66カ国、300以上の拠点に約23万人の従業員
を擁し、ボッシュの4つの事業セクターの中で最大の規模になります。 
 
ボッシュ モビリティは、7つの事業部で構成されます。 
 エレクトリファイド モーション事業部は、eAxleからシートアジャスター

まで、モーターに関連するすべてに関与します。 
 ビークル モーション事業部は、ABSや次世代横滑り防止装置ESCからステ

アリングまでのビークルダイナミクスを扱います。 
 パワー ソリューション事業部は、内燃機関、モビリティ用途および定置用

燃料電池、電解槽、水素エンジンを扱います。 
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 クロスドメイン コンピューティング ソリューション事業部は自動パーキン
グから自動運転まで、さまざまな分野のソリューションを開発します。 

 モビリティ エレクトロニクス事業部は、コントロールユニットの開発とと
もに、半導体の内製化も推進します。 

 モビリティ アフターマーケット事業部はスペアパーツ市場とボッシュ・ カ
ー・サービスのフランチャイズ展開を担います。 

 電動自転車システム事業部は、ドライブユニット、充電式バッテリー、
ABS、ネットワーク化されたディスプレイを含むeBike用のシステムソリュ
ーションを提供します。 

 ボッシュの子会社であるETASは、オペレーティングシステムとエンジニア
リングツール用のハードウェアに依存しないソフトウェアに関して、水平
的な責任を負うことになります。 

 
ボッシュ モビリティ東アジア・東南アジア地域セクターボード役員一覧 
クリスチャン・メッカー
（Christian Mecker） 

プレジデント兼 最高技術責任者 

西村直史（にしむら なおし） 最高営業責任者 
松村宗夫（まつむら たかお） 最高運営責任者・最高財務責任者 

 
 
 
報道関係対応窓口： 
古市 愛子 
浄土寺 真理子 
電話：+81-3-5485-3393 
 
日本のボッシュ・グループ概要 
日本のボッシュはボッシュ㈱、ボッシュ・レックスロス㈱、その他の関係会社から構成されま
す。ボッシュ㈱は自動車用パーツの開発、製造、販売そしてサービスの業務を展開し、また自
動車用補修パーツや電動工具も取り扱っています。ボッシュ・レックスロスは油圧機器事業、
FA モジュールコンポーネントやその他のシステムの開発と生産を行い、日本の産業機器技術
に貢献しています。さらにボッシュセキュリティシステムズ株式会社は、人命や建築物、財産
などを守る製品とソリューションの提供を主要な事業としています。2022 年の日本のボッシ
ュ・グループの第三者連結売上高は約 3,400 億円で、従業員数は約 6,250 人です。 
 
世界のボッシュ・グループ概要 
ボッシュ・グループは、グローバル規模で革新のテクノロジーとサービスを提供するリーディ
ングカンパニーです。2022 年の従業員数は約 42.1 万人（2022 年 12 月 31 日現在）、売上
高は 882 億ユーロ（約 12.2 兆円*）を計上しています。現在、事業はモビリティ、産業機器
テクノロジー、消費財、エネルギー・ビルディングテクノロジーの 4 事業セクター体制で運
営しています。ボッシュは IoT テクノロジーのリーディングプロバイダーとして、スマートホ
ーム、インダストリー4.0 さらにコネクテッドモビリティに関する革新的なソリューションを
提供しています。ボッシュは、サステイナブル、安全かつ魅力的なモビリティを追求していま
す。ボッシュはセンサー技術、ソフトウェア、サービスに関する豊富な専門知識と「Bosch 
IoT cloud」を活かし、さまざまな分野にまたがるネットワークソリューションをワンストッ
プでお客様に提供することができます。ボッシュ・グループは、AI（人工知能）を搭載する、
もしくは AI が開発・製造に関わった製品を提供することで、コネクテッドライフを円滑にす
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ることを戦略目標に掲げています。ボッシュは、革新的で人々を魅了する全製品とサービスを
通じて生活の質の向上に貢献します。つまり、ボッシュはコーポレートスローガンである
「Invented for life」-人と社会に役立つ革新のテクノロジーを生み出していきます。ボッシ
ュ・グループは、ロバート・ボッシュ GmbH とその子会社 470 社、世界約 60 カ国にあるド
イツ国外の現地法人で構成されており、販売／サービスパートナーを含むグローバルな製造・
エンジニアリング・販売ネットワークは世界中のほぼすべての国々を網羅しています。ボッシ
ュの未来の成長のための基盤は技術革新力であり、世界 136 の拠点で約 8 万 5,500 人の従業
員が研究開発に、そのうち約 4.4 万人がソフトウェアエンジニアリングに携わっています。 
 
*2022 年の為替平均レート、1 ユーロ＝137.9900 円で計算 
 
さらに詳しい情報は 以下を参照してください。 
www.bosch.com ボッシュ・グローバル・ウェブサイト （英語） 
www.bosch-press.com ボッシュ・メディア・サービス （英語） 
https://twitter.com/BoschPresse ボッシュ・メディア 公式ツイッター （ドイツ語） 
www.bosch.co.jp/ ボッシュ・ジャパン 公式ウェブサイト （日本語） 
https://twitter.com/Boschjapan ボッシュ・ジャパン 公式ツイッター （日本語） 
https://www.facebook.com/bosch.co.jp ボッシュ・ジャパン 公式フェイスブック （日本語） 
https://www.youtube.com/boschjp ボッシュ・ジャパン 公式 YouTube （日本語） 
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